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〔　教育長開会宣言　〕　

１
第 号 県議会に提出する予定案件について

［説明］ 総務課
（非公開：会議の要旨）

第 号 ｢山梨県教育振興基本計画｣の目標となる指標の進捗状況について
［説明］ 総務課

　県議会に提出する予定案件について、令和３年度９月補正予算の概要の説明を受け、全
委員の賛同により原案どおり決定された。

　議案第１４号については、今後、知事又は議会など関係機関との協議等を必要とする事項である
旨が教育長から発言され、出席委員全員が了承のうえ非公開とした。

三 井 孝 夫

会 議 要 旨
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佐 藤 委 員 今回、特に今課長さんがおっしゃったんですけれども、大瀬さん中心に丁寧
に意見聴取をしていただいたので、とてもありがたかったなというふうに思
いました。結果だけ示されても、なかなか意見が出しにくかったわけですけ
ど、今回は丁寧な対応がありましたので、皆さんからきっといろんな意見が
総務課のほうに行ったのではないかなというふうに思っています。応援メッ
セージとして聞いていただければと思うんですけど。教育センターの研修に
ついて、実績値で見ると９２パーセントを超えていて、たまたま目標値が高
い低いがあったのでということがあると思うんですけど、これから教育セン
ターの研修もますます重要になるというふうに思うんですけれど。教育セン
ターで取られているアンケートに書かれた中から、第一ステージの若い先生
方の要望と言いますか、どんなことが書かれていたのかを見ていただいて、
今後先生方のニーズを踏まえて、さらにいい研修を作っていっていただけれ
ばありがたいなと思っています。今後ともよろしくお願いします。
以上です。

藤 原 課 長 ありがとうございました。教育センターにおいても、研修ごとにそういった
アンケートを取りまして、受講に対しての満足度であるとか、その理解度を
測るようなアンケートを取っておりますので、そういうものを毎回生かしつ
つ、先生ご指摘のとおり今後の研修に生かさせていただきたいと思います。
ありがとうございました。

ありがとうございます。
どうですか。

佐 藤 委 員 お願いします。

長 澤 委 員 私も改めて勉強させていただきましたが、前回、松坂委員からご指摘があっ
たように、私ももっと重点化をしたほうがいいんじゃないかということを、
まあ不勉強のまま項目数４８を見て申し上げたんですけれども。ちょっと勉
強してみて改めて思ったのは、例えば今回の確かな学力の育成というような
目標があった時に、その評価項目が全国学力学習状況調査の全国平均正答数
との比較割合というのが、義務教育課とすればこれが一つということなんで
すけれども、例えば項目の中には魅力と活力ある高校づくりの推進といっ
た、非常に興味深い項目もありまして、それがここの意図する項目で評価さ
れて、何か確かな学力は付いたと言えるのかどうか。前回もちょっと申し上
げたんですが、その評価項目の設定について、もっと慎重にされたほうが、
やはり取り組む先生方、現場の方にもやりがいが生まれるでしょうし、例え
ば、前回の時よりは担当課というのが明確になった点は非常にいいと思うん
ですけれども、例えばこの魅力と活力のある高校の推進だったら高校教育課
が担当すべきだと思うんです。それについての評価項目がなければ、本当
に、ここは私も県の教育にとっては非常に重点だと思うんですね。各校が個
性あって、いろんな学生さんがそれぞれの高校で有意義な高校生活を送っ
て、将来に向かって力を蓄えると、山梨県にとって非常にこの項目は重要だ
と思うんですけども。そういう点がどう進捗するかについての、具体的な実
効性のある目標づくりというのは必要だと思うんですが、その辺がちょっ
と、今この４８項目をガラガラポンするわけにはいかないんでしょうけれど
も、非常にもったいないなという印象を受けたのが正直なところでして、
せっかくこういうことを取り組む、例えば義務教育課についても山梨スタン
ダードでしたっけ、これも非常に私もいい取り組みだと思うんですけども、
そういうものに対しても、これがじゃあどう各校でちゃんと運営されて、効
果を得ているとか、そういうことを評価したほうがよっぽど現場の人たちに
とってもやりがいがあると思うんですが、そういう点でぜひ教育長、次回ど
ういうふうにそれを変えていくのか、ちょっと私には分からないんですけど
ね。そこが非常に惜しいなと思って、この４８項目について読ませていただ
いたというところです。すみません、こんな意見で申し訳ありません。よろ
しくお願いします。

教 育 長
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第 号 令和２年度教育委員会の活動状況報告書について
［説明］ 総務課

岡 部 委 員

藤 原 課 長 ご意見ありがとうございます。
まず、ここの事業名につきましては予算の関係と関連してまいりますので、
この予算事業名等と整合性を図るということで、こういう記載方法をさせて
いただいております。再掲につきましては、分かりづらいというようであれ
ば、ちょっと検討させていただきたいと思います。

岡 部 委 員 分かりました。ほとんどは再掲のものは結構あるので、再掲と書くのではな
いかなと思っただけなんですが。２つ目は２月の時の学識者の言葉と、今回
はちょっと違うんですが、ほとんど変わらないと思います。２月と同じよう
な内容のものですから。でも、池田先生が書いているんですが、数値ありき
ではなくて、必要な場合にはやはり変えていったほうがいいではないかとい
う言葉なんですが、意見のところで聞いて教えていただいて分かったんです
が、例えば生涯学習において４千人もマイナスだと。コロナで無いというよ
うなことでいろんなことを書かれていたんですが、やはりそういうところの
項目についても一考ありきではないかということで、やはりお考えをこれか
らやっぱり大切にしていきたいなというふうに思います。
以上です。

藤 原 課 長 ありがとうございました。
委員のご意見を頂戴しまして、また参考にさせていただきたいと思うんです
が。この計画がすでに発表されておりまして、この計画策定時には有識者、
現場の教員、ＰＴＡ関係者が検討委員会に入っておりまして、そういった中
でこういった目標等についてのご議論をいただいて策定しているところであ
ります。また、そういった意見も今後の計画等の策定する中でも生かしなが
ら、目標にはないですが、その施策の推進の中でもそういったご意見につい
ては、頂戴したものにつきましては推進して参れるようにやっていきたいと
思っております。よろしくお願いいたします。

教 育 長 目標を設定するときに、すでに今回のものは設定しているのでなかなか入れ
替えというのは大変だというのはあるんですが、計画を作るときに元のデー
タがないと今の現状の評価ができないという課題があるので、今のうちから
新たな目標を作るときには、どういった目標設定、指標設定が必要なのかと
いうことを想定して元のデータを作るという作業が必要になってくると思い
ますので、また今のご意見を反映して、この先どんな目標設定が必要なのか
と。必要であるとすれば、事前にその元データを作っておく、統計を取って
おくということも必要になってきますので、そういう作業も含めてやってい
く必要があるかと思います。ありがとうございます。
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【原案どおり決定】

まずお聞きしたいことは、２月に聞けばよかったんですが、１点は事業名な
のに、その補助金とか事業とか、事業費とかというふうに一覧にずっと書い
てあることが、事業でほとんどやっていたはずですが、そこには経費が書い
てあるのはどうしてですか、ということを聞きたいということと。２点目
は、教えていただきたいんですが、目標の１とか２とか３のところに関わる
ことなんですが、全部関わることは分かるんですが、再掲という言葉は書か
ないんでしょうか。再び掲げているというようなことは書かないんでしょう
か、というその２点です。
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小 澤 委 員 はい、分かりました。ありがとうございます。

松 坂 委 員 私から１点いいでしょうか。

藤 原 課 長 ありがとうございます。
一日教育委員会等についても、なかなか人を集めての行事ができませんの
で、こういうリモートと言いますか、そういった工夫もしながら、そういっ
た機会をできる限り設けるように検討しておりますので、またそういったこ
ともご相談を今後させていただきたいと思っております。

小 澤 委 員

佐 藤 委 員

すみません、確認です。
今回のは点検であって、新しく盛り込んでもらいたいこととかを提言する場
ではなかったですね。２月の時には私いろいろ提言したことなんかが今回に
は反映されていないと今確認して思うんですけれども、それは点検の場で
あって、新しく付け足す場ではないから、それは仕方がないという理解でい
ればいいんでしょうか。

藤 原 課 長

お願いします。

はい、そうでございます。

佐 藤 委 員

小 澤 委 員 ２月にも提言したことなどは、いつか汲み取っていただけたりとかするんで
しょうか。メモもしてくださって、今後に反映しますといつも言ってくださ
るんですが。文言にはなりませんが、施策の中でやっていきますというふう
にいつもおっしゃられるんですけれども。例えば私がいつも健康教育のこと
をよく主張しているんですが、そのことについてはもう文科省も義務教育課
がするというふうに言っているのに、全然こういう文言には入ってこないこ
とについては、いつ反映されるのか知りたいなと思いました。

藤 原 課 長 前回の見直しのときにも、がん教育も含めた健康課題の教育等についても、
施策の方向性は追記をさせていただいております。そういったものについ
て、ここではあくまでも指標ということでの点検・評価でありますが、そう
いったものについてもどういった取り組みをしているかというのは、また適
宜、必要に応じてご報告をさせていただきたいと思います。

藤 原 課 長 ご意見ありがとうございました。
こちらの学識経験者からの意見につきましては、いろいろな観点からお二方
の先生にご意見を頂戴しております。数値目標を追うことなく、そういった
内容についてもやっていくということと、その妥当性の適宜検討につきまし
ては前回の見直しのときにもウイズコロナであるとか、総合計画との整合性
を図る中で一部見直しをさせていただいたところでありますが、そういった
観点も踏まえながら、また今後もこういう点検・評価を行ってまいりたいと
思っております。
ありがとうございました。

お願いします。
ウイズコロナということで、これからの見通しもまだまだ終息の見通しがな
い中で、今までやってきた一日教育委員会とか、学校訪問というふうなこと
がかなり制限されてきているんですけれど。私たちは教育現場の状況をよく
捉えて、施策に反映していくということが務めなのかなというふうに思いま
す。そういう中で新管理職研修とか、わずかな情報キャッチの中で、できる
だけ県へこんな声があったということを繋いでいるわけですが、今後何かさ
らに現場の声を聞くということで、お考え、計画等は何かありますか。
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２ な　　し

３ な　　し

〔　教育長閉会宣言　〕　

以　　　上

【原案どおり決定】

私からちょっとお話しさせていただきたいと思うんですが。極力今年度に
入ってから、情報提供とか勉強会の時間を設けるようにということで意識し
てやっておるところなんですが、いろいろ意見交換、あるいはご意見を賜っ
たものについての対応状況というものが、なかなかまだ整理しきれていない
のかなというのは私も思っていますので、そういったものをシステム的に、
あるいは表にまとめた形で対応状況、措置状況を整理するとか、何かいろい
ろちょっともう少し工夫をさせていただきたいと思っておりますので、よろ
しくお願いします。

松 坂 委 員

教 育 長

今、同じようなところがちょっと私も思うんですけど。今回の報告書におい
ては、例えば一日教育委員会でもっていろんな方からの意見とか、そういっ
たものが出ていた内容を、どういうふうにここでもって、例えばこういうふ
うな活動に繋げましたとか、それをこういうふうにやりましたというような
内容に繫がるといいんですけれど。これはそういうことを実施しましただけ
の報告に全体的になっていて、最後にいろんな先生たちからの今後こういう
ことをしたほうがいいと思いますねとか、こういうふうなことをさらにやっ
たらいいじゃないでしょうかというようなところの提言もあるんですけど、
そういった内容の具体的な回答というのは、今後どういうふうに反映されて
いくかというところが、会話がキャッチボールできるような内容が、私ね、
ちょっとここのところ見ていると不足しているなというふうな感じがすごく
するんです。そうすると、いろんな意味でもってこういった報告を見ている
人たちが、教育委員会のほうに意見を出しても、なかなかそのキャッチボー
ルができないなというふうに思われないような内容にもっとすべきじゃない
かなというのを実は思っていますので、次回になるのか、もうここの内容に
ついては、そういったところをぜひキャッチボールができる内容を反映して
いただきたいなというのが１つ私の考えです。

藤 原 課 長 ありがとうございます。
個別にいただいた意見につきましては担当部署に当然伝達をしまして、そこ
で施策推進であるとか、課題とかについては認識をしてもらいまして進めて
いただいているところであります。勉強会等を通じまして、委員へ適確に情
報共有が図れるように、またご報告をさせていただきたいというふうに考え
ております。
よろしくお願いいたします。

報 告 事 項

その他報告
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